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国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問

会
議
民
間
有
識
者
議
員

秋
山

咲
恵
氏

あきやま・さきえ 1987年

京都大学法学部卒、アクセン

チュア株式会社（現）入社。

�年株式会社サキコーポレー

ション設立、2018年まで代表

取締役社長。ソニー、日本郵

政、オリックス、三菱商事な

どの社外取締役、国家戦略特

別区域諮問会議民間有識者議

員など。

‖
モ
デ
レ
ー
タ
ー
‖

株
式
会
社
サ
キ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

養
父
市
特
区
推
進
共
同
事

務
局
長

株
式
会
社
ク
ボ
タ
社
長

北
尾

裕
一
氏

き
た
お
・
ゆ
う
い
ち

１
９
５
６
年
生

ま
れ
。
�
年
東
京
大
学
工
学
部
卒
、
久
保

田
鉄
工
（
現
ク
ボ
タ
）
入
社
。
ト
ラ
ク
タ

事
業
部
長
、
機
械
事
業
本
部
長
な
ど
を
経

て
�
年
１
月
に
社
長
就
任
。

養
父
市
長

広
瀬

栄
氏

ひ
ろ
せ
・
さ
か
え

１
９
４
７
年
養
父

市
生
ま
れ
。
�
年
鳥
取
大
学
農
学
部
卒
。

建
設
会
社
勤
務
後
、
旧
八
鹿
町
役
場
入
庁
。

２
０
０
４
年
に
旧
養
父
郡
４
町
が
合
併
し

養
父
市
発
足
後
、
都
市
整
備
部
長
、
副
市

長
を
務
め
、
�
年
養
父
市
長
選
に
出
馬
し

初
当
選
。
現
在
４
期
目
。

ＧＰＳを用いた高精度な無人運転が

可能なクボタの最新トラクター

秋
山

例
年
は
国
家
戦
略
特
区
を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
形
式
を
変
更

し
た
。
ま
ず
自
己
紹
介
を
。

北
尾

ク
ボ
タ
は
昨
年
、
創
業
１
３

０
年
を
迎
え
た
。
食
料
・
水
・
環
境
の

分
野
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
私
は

約
�
年
間
、
農
業
機
械
、
特
に
ト
ラ
ク

タ
ー
の
開
発
・
設
計
に
携
わ
っ
た
。
世

界
の
農
業
に
関
わ
り
、
難
し
さ
や
魅
力

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

広
瀬

養
父
市
の
発
展
、
市
民
の
豊

か
で
幸
せ
な
地
域
づ
く
り
に
力
を
尽
く

し
た
い
。
地
域
社
会
が
持
続
し
繁
栄
す

る
に
は
、
従
来
の
制
度
を
改
革
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
。

秋
山

養
父
市
は
�
年
度
の
施
政
方

針
の
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
「
大
胆
な
挑

戦
か
ら
確
か
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を

掲
げ
て
い
る
。
特
に
農
業
分
野
が
焦
点

だ
。
一
方
、
ク
ボ
タ
の
北
尾
社
長
も
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
く
し
て
成
長
な
し
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
お

り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
一
致
し
て
い
る
。

広
瀬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
般

的
に
新
技
術
の
開
発
や
技
術
革
新
な
ど

と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
か
ら
社
会
的
意
義
の
あ
る
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
社
会
は
時
代
と
共
に
変
化
し
、
課

題
も
変
わ
る
。
行
政
は
時
代
の
流
れ
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
往
々

に
し
て
変
化
に
つ
い
て
行
け
な
い
。
特

に
最
近
は
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
顕
著
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、
制
度
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

今
、
養
父
市
の
農
業
は
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
農
地
は
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
よ
る
担
い
手
不
足
で
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
を
維
持
す
る

こ
と
が
地
方
創
生
に
と
っ
て
重
要
で
あ

り
、
ま
ず
、
農
業
分
野
で
新
し
い
制
度

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
意
味
で
、「
挑
戦
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
強
調
し
て
い

る
。秋

山

市
長
の
信
念
が
伝
わ
っ
た
。

一
方
、
ク
ボ
タ
の
１
３
０
年
の
歩
み
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
繰
り
返
し
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

北
尾

も
と
も
と
は
鋳
物
事
業
が
始

ま
り
。
当
時
は
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
安

心
安
全
な
水
の
供
給
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
創
業
者
の
思
い
が
、
国
内
初
の
鋳

鉄
管
製
造
の
成
功
に
結
び
つ
い
た
。
創

業
者
は
「
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
社
会
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
。
１
３
０
年
の
歩
み
は
、
常
に
社

会
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と

が
基
本
だ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
く
し
て
成
長
な

し
と
考
え
て
い
る
。
社
会
課
題
が
多
様

化
し
大
胆
な
変
化
が
必
要
だ
か
ら
だ
。

農
業
の
課
題
解
決
に
は
、
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
既
存
技
術
の
結
合
、
人
と
人

の
結
合
が
大
事
。
つ
な
が
り
の
中
で
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
る
と
思
う
。

秋
山

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
社
会
を
変
え
つ
つ

あ
る
。
私
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
東

京
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
て
い
る
。

広
瀬

時
代
は
変
わ
っ
た
。
戦
後
に

で
き
た
農
地
法
に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
時
代
に
沿
っ
て
、

制
度
も
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
規
制
緩

和
の
実
績
を
積
み
上
げ
、
日
本
全
体
を

変
え
た
い
。
養
父
市
の
取
り
組
み
を
知

っ
て
も
ら
い
、
国
民
的
な
議
論
が
巻
き

起
こ
れ
ば
い
い
。
ほ
か
に
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
規
制
緩
和
、
自
家
用

車
に
よ
る
有
償
旅
客
運
送
、
オ
ン
ラ
イ

ン
医
療
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
、

農
業
改
革
の
実
績
も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

北
尾

ク
ボ
タ
は
７
、
８
年
前
に
ク

ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
の
構
想
を
打
ち
出
し
、

今
は
全
国
�
カ
所
で
水
稲
や
菜
園
な
ど

を
運
営
す
る
。
養
父
市
と
は
�
年
か
ら

関
係
が
で
き
、
高
糖
度
ト
マ
ト
を
施
設

栽
培
し
、
水
稲
は
面
積
拡
大
を
続
け
て

い
る
。
耕
作
放
棄
地
の
再
生
も
進
め
て

い
る
。
中
山
間
地
域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
の
共
生
を
重
視
し
て
い
る
。

秋
山

中
山
間
地
域
の
将
来
性
は
。

北
尾

地
域
ご
と
に
気
候
な
ど
が
異

な
る
。
特
長
を
生
か
し
た
農
業
を
や
る

こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
。
地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
だ
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
農
機
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
個
性

あ
る
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。

広
瀬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
挑
戦
し

汗
を
か
く
こ
と
が
大
事
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

で
過
疎
地
域
と
都
市
部
の
格
差
を
埋
め

た
い
。
養
父
市
が
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」

で
は
な
く
、
「
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

秋
山

今
感
じ
て
い
る
こ
と
は
。

北
尾

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

世
界
的
な
課
題
だ
が
、
実
は
水
田
も
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
出

し
て
い
る
。
農
村
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
な
ど
課
題
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

広
瀬

こ
れ
か
ら
も
規
制
緩
和
の
取

り
組
み
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

機
会
を
つ
く
り
た
い
。
行
政
が
で
き
る

の
は
制
度
を
変
え
る
こ
と
だ
け
。
実
行

者
は
民
間
だ
。
役
割
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
未
来
に
向
け
た
制
度
改
革
を
こ
れ

か
ら
も
進
め
た
い
。

実証実験中の田植え機

北
尾
氏

特
色
生
か
し
た
農
業
に
貢
献

広
瀬
氏

養
父
市
か
ら
未
来
に
向
け
て

養
父
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
意
見
交

換
の
様
子
を
放
送
す
る
予
定
で
す
。
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北尾氏 スマート化が継承のカギ

広瀬氏 他地域にも企業の参入を

農作業の大きな負担の一つである、のり面の草刈り。ＩＣＴ導入で省力化が進み、農業離れの

食い止めに期待がかかる。下は急斜面にも対応する無線遠隔草刈り機

秋
山

技
術
は
社
会
の
課
題
に
向
き

合
う
も
の
だ
と
感
じ
た
。
と
こ
ろ
で
、

中
山
間
地
域
は
少
子
化
や
高
齢
化
が
深

刻
だ
が
、
企
業
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
。

北
尾

特
に
兼
業
農
家
は
高
齢
化
が

深
刻
だ
。
担
い
手
農
家
が
田
畑
を
集
約

し
て
い
る
が
、
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

農
業
に
は
地
域
ご
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
。
ス
ム
ー
ズ
な
継
承
に
は
「
農
業
の

見
え
る
化
�
�
機
械
化
�
ス
マ
ー
ト
農
業

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
支
え

る
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
�
Ａ
Ｉ
�
ロ
ボ
ッ
ト
農
機

だ
。
こ
れ
か
ら
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

農
業
が
中
核
と
な
る
だ
ろ
う
�
�
ク
ボ
タ

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｓ
Ａ

Ｓ
�
ケ
ー
サ
ス
�
�
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
た
�
例
え
ば
�
コ
ン
バ
イ
ン
が
米

の
収
穫
量
や
成
分
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記

録
す
る
。
そ
れ
を
翌
年
の
耕
作
計
画
に

活
用
す
る
こ
と
で
減
肥
減
農
薬
や
品
質

向
上
を
図
れ
る
。
人
手
不
足
に
は
無
人

農
機
が
役
立
つ
。
小
さ
な
棚
田
で
も
使

え
る
よ
う
な
も
の
や
、
一
人
で
数
台
操

作
で
き
た
り
、
�
時
間
作
業
で
き
た
り

と
い
っ
た
技
術
も
開
発
し
た
い
。
ま
た
、

各
地
で
施
設
栽
培
や
稲
作
な
ど
に
取
り

組
む
「
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
」
を
展
開
し

て
い
る
。
つ
く
っ
た
米
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
香
港
な
ど
に
輸
出
も
し
て
い
る
。

秋
山

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
農
業

の
未
来
が
見
え
て
く
る
。
国
家
戦
略
特

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
養
父
市
は
農
業

の
制
度
改
革
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

広
瀬

コ
ロ
ナ
禍
で
、
密
な
都
市
部

と
過
疎
の
地
方
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
都
市
は
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

だ
。
不
便
な

過
疎
地
域
は
し
な
や
か
で
強
�

き
ょ
う
じ
ん

だ
。
人

と
人
の
距
離
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
補
え

る
の
で
は
な
い
か
。
地
方
の
良
さ
が
見

直
さ
れ
て
き
て
い
る
。
地
方
を
維
持
す

る
た
め
に
、
農
業
の
多
様
な
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
だ
。

市
の
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
の
取
り

組
み
で
農
業
分
野
で
は
特
に
二
つ
の
成

果
を
報
告
し
た
い
。
一
つ
は
農
業
委
員

会
制
度
の
改
革
だ
。
同
制
度
は
戦
後
の

農
業
の
民
主
化
に
貢
献
し
た
が
、
形
骸

化
し
て
い
る
。
許
認
可
権
限
の
一
部
を

市
に
移
す
こ
と
で
、
農
地
の
流
動
化
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
経
営
規
模
を
拡

大
し
た
い
担
い
手
農
家
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
企
業
の
農
業
参
入
。
養

父
市
で
は
、
企
業
が
経
営
戦
略
と
し
て

農
地
を
取
得
し
農
業
が
で
き
る
仕
組
み

を
作
り
、
農
業
参
入
の
選
択
肢
を
増
や

し
た
。
耕
作
放
棄
地
を
よ
み
が
え
ら
せ

た
例
も
あ
り
、
企
業
が
地
域
の
担
い
手

と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
生
産
額
が

伸
び
、
農
業
雇
用
も
増
え
て
い
る
。
大

き
な
成
果
だ
。
ほ
か
の
地
域
で
も
企
業

が
農
業
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

べ
き
だ
。

�クボタｅファームやぶ�での

高糖度トマト栽培。「クボタ

スマートアグリシステム」を

活用したスマート農業を実践

北
尾
氏

社
会
課
題
に
正
面
か
ら
臨
む

広
瀬
氏

農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

国
家
戦
略
特
区
指
定
の
養
父
市
の

農
業
改
革
と
中
山
間
地
域
の
未
来

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
た
�
養

父
市
八
鹿
町
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２
０
１
４
年
に
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ

た
養
父
市
は
農
業
改
革
、
規
制
緩
和
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
�
養
父
市
能
座
地
区

国家戦略特区・養父市可能性ある中山間地域の未来

全国の中山間地域が少子高齢化と人口減少に苦しむ中、2014年に国家戦略特区に指定された養父市の農業改革に注目が

集まっている。規制緩和による企業の農業参入によって、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した「スマート農業」「農産物

の産地化」など、大胆な試みが着実な成果を挙げているためだ。農業改革に関わる官民の３人がこのほど、養父市で意見

交換し、中山間地域での農業の未来について考えた。
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